
 平成23年度当初予算　予算要求シート

-

今年度要求のポイント

障害年金を受けることができない重
度障害者の外国人に対し、福祉の増
進を図るため、平成５年に制度を創
設。

引き続き福祉の増進を図る。

【経過（～22年度】 【23年度】

項目

障害年金を受けることができない外国人の重度障害者に対する給付金を前年度と
同額を要求する。

22年度予算

事 業 費

事業期間 　H5　～　H　　

平成23年度要求額

1,440          1,440          

全体事業費

事 業 名 外国人障害者特別給付金

主な要求内容 （単位：千円）

外国人重度障害者特別給付金

平成22年度予算額

1,200        

(単位　千円)

平成21年度決算額

内容・積算等

1,440

23年度要求額

@20,000×12月×6人

1,440 1,440

引き続き福祉の増進を図る。

【今後（～24年度】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計

障害によって一般就労に就くことが困難で障害年金を受けることがで
きない重度障害者（身障手帳（１・２級）または療育手帳（Ａ）の所
持者）の外国人に対し、福祉の増進を図るため、給付金を支給する。

059

事業内容

関連事業

整理番号 11

国民年金制度の改正が行われた昭和57年1月1日前に20歳に達していた
外国人で、障害年金を受けることができない重度障害者に対し、給付
金を支給することにより福祉の増進を図る。

事業目的

健康福祉局　　障害福祉課局・課名／　　

1,440


